ＩＣＴリカツヨウ　ト　アクティブ・ラーニング　ニ　ヨル　トウケイ　キョウイク　ノ　ジュギョウ　ジッセン　ケンキュウ　スウガクⅠ　データ　ブンセキ　ニ　オケル　カクチョウ　ニ　ヨル　ガクシュウ　ノ　シテン　カラ by 中西, 美香 et al.










A Study on Practices of Statistics Education with ICT and Active Learning Methods： 







































平成 21 年 3 月に告示された現行の高等学校学習指導要領では，数学科の目標について，「数学的活
動を通して，数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め，事象を数学的に考察し
表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，それらを積極的に活用し



























































２．アクティブ・ラーニングと ICT 利活用 
中央教育審議会答申に「アクティブ・ラーニング」が初めて取り上げられたのは，「新たな未来を築
くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」











次に，ICT 利活用の視点から述べる。文部科学省が示す「情報活用能力の 3 観点 8 要素」7のなかで，










 ここで，佐賀県 ICT 利活用教育について述べる。佐賀県では，先進的な取組を進める諸外国の事例
や文部科学省等において行われてきた実証研究の結果等から，ICT 利活用教育を教育の質の向上と児
童生徒の学力の向上につながる，今後の教育を左右する喫緊の課題と捉え，平成 23 年度から「先進
的 ICT 利活用教育推進事業」に取り組んでいる。佐賀県の県立高校においては，平成 24 年度から実
証研究（5 校）が始まり，平成 25 年度中に電子黒板と校内無線 LAN の整備を終え，全教室に電子黒
板が配置された。また，平成 26 年度の新入生からは学習用タブレット PC を購入しているため，平成













「課題学習」････（授業時間数 2～3 時間）（本時） 
 
ただし，「課題学習」は 1 学期の期末考査終了後から終業式までの間の数回の授業で行った。50 分
授業や短縮授業など変則であったため，2 年生 6 クラスの日時や授業時間数は異なり，おおよそ 2～3






































指導にあたって留意することとして，第 1 に，アクティブ・ラーニングによる学習では 4 人を基準
としたグループ編成とするが，教員がメンバーを指定せずに，生徒達で決めさせることで主体性を持
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については，以下の通りである。データの一部を抜粋し，図 1 に示す。 
①発育測定のデータ  
身長・体重・座高・BMI 指数。 




図 1 体力テスト・発育測定データ（2 年生） 
 
（５）授業の展開について 
授業の展開については以下の表 1 の通りである。授業を担当する 6 クラスで実施したが，50 分授業
の 2 コマであったり，45 分短縮授業の 3 コマであったり，クラスによって終業式までに確保できる授
業時間が異なったため，時間配分については記載していない。いずれにしても，おおよそ 2～3 時間の
授業展開となる。 
表 1 学習指導案 
過 程 
学 習 活 動 
指導上の留意 
教師の意図 生徒の意識 
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19 361 19 194 190 34 1156 131
② データの分析 15 225 15 190 187 31 961 161
立ち幅跳び 運動部女子 文化部女子 15 225 15 190 186 30 900
平均値 175 156 15 225 15 190 185 29 841
最小値 125 108 85 15 225 15 190 180 24 576
第１四分位数 163 141 92 13 169 13 188 180 24 576
第２四分位数(中央値) 176 156 11 121 11 186 180 24 576
第３四分位数 188 170 10 100 10 185 180 24 576
最大値 210 200 10 100 10 185 177 21 441
分散 297 ≒365 9 81 9 184 176 20 400
標準偏差 ≒17.2 ≒19.1 297 5 25 5 180 176 20 400
5 25 5 180 175 19 361
その他のデータ分析（箱ひげ図、ヒストグラムなど） 5 25 5 180 175 19 361
5 25 5 180 172 16 256
5 25 5 180 171 15 225
データ区間 度数 5 25 5 180 170 14 196
125 1 3 9 3 178 170 14 196
130 1 1 1 1 176 170 14 196
135 0 1 1 1 176 170 14 196
140 0 0 0 0 175 170 14 196
145 0 -5 25 -5 170 170 14 196
150 1 -5 25 -5 170 169 13 169
155 1 -5 25 -5 170 165 9 81
160 5 -5 25 -5 170 164 8 64
165 4 -5 25 -5 170 163 7 49
170 8 -5 25 -5 170 162 6 36
175 1 -7 49 -7 168 162 6 36
180 9 -8 64 -8 167 162 6 36
185 3 -10 100 -10 165 162 6 36
190 6 -12 144 -12 163 162 6 36
195 2 -12 144 -12 163 161 5 25
200 4 -13 169 -13 162 160 4 16
205 0 -15 225 -15 160 160 4 16
210 1 -15 225 -15 160 160 4 16
-15 225 -15 160 160 4 16
-16 256 -16 159 160 4 16
-18 324 -18 157 160 4 16
-23 529 -23 152 160 4 16
データ区間 度数 47 -27 729 -27 148 160 4 16
108 1 -45 2025 -45 130 158 2 4
113 0 -50 2500 -50 125 157 1 1
118 0 13976 155 -1 1
123 1 297 155 -1 1
128 4 155 -1 1
133 6 155 -1 1
138 4 153 -3 9 47
143 11 152 -4 16
148 4 151 -5 25
153 12 151 -5 25
158 6 151 -5 25
163 15 150 -6 36
168 2 150 -6 36
173 9 150 -6 36
178 5 150 -6 36
183 4 150 -6 36
188 3 150 -6 36
193 6 150 -6 36
198 0 146 -10 100
203 1 145 -11 121
145 -11 121
144 -12 144
































































との難しさも実感する機会となった。授業の実際の様子については，図 2 に示す通りである。 
図 2 授業の実際 
 
ここで，生徒達が作成し，プレゼンテーションした資料から一部を紹介する。以下の図 3 は Excel
を使用し，図 4 は PowerPoint を用いて作成されたものである。 
図 3 Excel で作成したグループの作品（一部） 
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図 4 PowerPoint で作成したグループのスライド（一部） 
 






いるのではなく，Excel シート 1 枚で効果的に見せる方法を考えて色遣いを工夫したり，写真を挿
入したり，吹き出しコメントを入れるなど，鮮やかなものだった（図 3）。また，PowerPoint で作成














よかったと思う。                【知識・技能の活用，思考力・表現力】 
・教科書の例題や練習問題では少ないデータ量で分散や中央値を求めていたが，今回は 144 人の
データを調べたので，計算など大変なことが多かった。調べてみて思った通りの結果もあれば，































４．「佐賀県 ICT 利活用教育フェスタ」における学習成果の発表 
（１）「高校生 ICT 利活用プレゼンテーション大会」の概要 




にも伝えたいという思いから，平成 27 年度「高校生 ICT 利活用プレゼンテーション大会」への応募
に至った。筆者が担当する 6 クラスのなかから 1 グループ（男子生徒４人）が応募した。5 分程度の
プレゼンテーション作品に作り直し，発表動画を撮って応募し，1 次審査を通過し，本選の 11 チーム
（個人）に残ることができた。数学の授業で取り組んだことを佐賀市文化会館大ホール（平成 27 年
12 月 14 日開催）でプレゼンテーションするという経験は，生徒達にとって貴重なものとなった。 
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（２）「高校生 ICT 利活用プレゼンテーション大会」に出場した生徒の報告 
























りたいと思いました。              図 5 高校生 ICT 利活用プレゼンテーション大会 












は図 6 の通りである。 
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佐賀県では，全県規模で先進的 ICT 利活用教育に取り組んでおり，平成 28 年度には，県立高校全

















レット PC で SKYMENU9の投影機能を使うと，事前にプロジェクター等の準備をすることなく発表で







































これを最近接発達領域（ZPD：Zone of Proximal Development）と呼んでいる。すなわち，子どもの発
達は自然現象として起こるのではなく，教育が可能にする発達の領域を通過すると捉えている。また，
発達段階に応じて学習を指導するのではなく，学習過程における発達を牽引するのが教育であるとみ












































ダ ブ テ ー ル
することに
いつも熱心な，生まれながら
ナ チ ュ ラ ル ボ ー ン
のサイボーグの脳なのだ」14と述べている。 
現代の高度情報化社会においては，必要な情報を個人の内部に記憶しておかなくても，他者や外部
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